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予
防



3  Ebino City Public Relations, 2015.10 2広報

0
（人）

5000

15000

25000
えびの市の総人口と高齢者人口の推移

H24 H26 H29 H32 H37

総人口
高齢者人口

　

急
速
に
高
齢
化
が
進
む
日
本
で
は
、
介
護

や
生
活
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
、
一
人

暮
ら
し
や
高
齢
者
夫
婦
の
世
帯
が
増
え
る
一

方
、
介
護
を
担
う
若
年
層
は
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
高
齢

者
が
生
き
が
い
や
喜
び
を
持
っ
て
元
気
で

日
々
の
生
活
を
送
る
た
め
の
介
護
予
防
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
市
が
行
っ
て
い
る
介

護
予
防
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。　
　

懸
念
さ
れ
る
介
護
者
不
足

　

現
在
、
え
び
の
市
は
3
人
に
1
人
が
高

齢
者
と
い
う
超
高
齢
社
会
で
す
。
え
び
の

市
の
高
齢
化
率
は
37
・
7
％
で
、
宮
崎
県

内
９
市
の
中
で
２
番
目
に
高
く
、
県
平
均

２
８
・
６
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

ね
た
き
り
や
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
が
増

え
、
高
齢
者
が
高
齢
者
の
面
倒
を
見
る
老
老

介
護
世
帯
や
高
齢
者
の
１
人
世
帯
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
厚
生
労
働
省
が
、
団
塊

の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
に

は
、
全
国
で
約
38
万
人
の
介
護
職
員
が
不
足

す
る
と
い
う
推
計
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

え
び
の
市
で
も
す
で
に
介
護
の
担
い
手
が
不

足
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

介
護
職
員
が
不
足
す
る
と
、
要
介
護
者
に

必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
十
分
に
提
供
す
る 介護予防

地域が担い手として、高齢者を支援する。その実現に向けて

‐特集‐

　いきいき百歳体操は、誰もが参加できる簡単な運
動です。毎日する必要はなく、地域包括支援センター
では、1 週間に 1 度の運動を推奨しています。
　これまでの介護予防は心身の機能回復訓練に偏り
がちでした。そのため、長続きしないことがあります。
この体操を含めた活動は、単に体操をするだけでな
く、地域の人たちの触れ合いの場にもなっています。
参加される人たちは、皆、笑顔で来られて、笑顔で
帰られます。私たちは、この活動が地域に根付くよ
う働きかけていきます。

えびの市
地域包括支援センター　

西峯 由美センター長

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
介
護
者
が
不

足
す
る
中
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
介
護
の

必
要
の
な
い
体
を
持
続
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。　

介
護
予
防
で
老
化
を
防
止
　

　

高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に
な
る
原
因
は
、

老
化
に
よ
る
関
節
の
疾
患
や
転
倒
で
の
骨
折

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
歳
を
と
る
に
つ
れ
て

身
体
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ま

せ
ん
が
、
介
護
予
防
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と

で
、
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
防
ぎ
、
要

介
護
状
態
に
な
っ
て
も
改
善
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
介
護
予
防
の
手
法
は
、
身
体

の
機
能
回
復
を
さ
せ
る
こ
と
だ
け
に
偏
り
が

ち
で
し
た
。
現
在
は
、
機
能
回
復
訓
練
に
加

え
、
憩
い
の
場
と
し
て
楽
し
み
を
提
供
し
、

高
齢
者
に
生
き
が
い
を
持
っ
て
日
々
生
活
し

て
も
ら
う
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、
国
で
は
地
域
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
住
民
組
織
グ
ル
ー
プ
な
ど

の
組
織
を
立
ち
上
げ
、
地
域
住
民
が
介
護
の

担
い
手
と
し
て
、
地
域
で
高
齢
者
を
支
え
る

仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
い
き
い
き
百

歳
体
操
を
取
り
入
れ
て
、
地
域
住
民
が
介
護

予
防
の
担
い
手
と
な
り
、
高
齢
者
を
支
援
す

る
体
制
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Interview

前松原自治会での百歳体操後の脳いきいきゲーム

※ H22 ～ 26 年住民基本台帳に基づき、コーホート変化率法で推計



5  Ebino City Public Relations, 2015.10 4広報

百
歳
体
操
で
筋
力
向
上

　

い
き
い
き
百
歳
体
操
は
、
重
り
を
使
っ
た

簡
単
な
筋
力
運
動
で
す
。
え
び
の
市
で
は
、

平
成
26
年
度
か
ら
取
り
入
れ
、
現
在
は
22
の

自
治
会
等
で
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
、

５
２
０
人
で
す
。
参
加
者
の
平
均
年
齢
は
78

歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
、
最
も
若
い

人
は
65
歳
、
最
高
齢
者
は
96
歳
で
す
。

　

体
操
は
、
ま
ず
、
血
圧
測
定
を
行
い
、
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
イ

ス
に
腰
掛
け
、
準
備
体
操
、
筋
力
運
動
、
整

理
体
操
の
3
つ
の
運
動
を
順
番
に
行
い
ま

す
。
百
歳
体
操
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が
ら「
1
、

2
、
3
、
4
」な
ど
発
声
を
し
な
が
ら
約
30

分
間
行
い
ま
す
。

　

筋
力
運
動
で
は
、
10
段
階
に
調
節
可
能
な

重
り（
0
㎏
～
２
㎏
ま
で
）を
手
首
や
足
首
に

巻
き
つ
け
て
ゆ
っ
く
り
手
足
を
動
か
し
て
い

き
ま
す
。
こ
の
運
動
を
1
週
間
に
1
回
、
継

続
し
て
行
う
こ
と
で
、筋
力
が
向
上
し
ま
す
。

筋
力
が
向
上
す
る
こ
と
で
、
物
を
持
ち
上
げ

る
こ
と
な
ど
が
楽
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
バ

ラ
ン
ス
を
保
つ
力
も
増
え
る
の
で
、
転
倒
し

に
く
く
な
り
ま
す
。

　

体
操
の
開
始
時
と
3
カ
月
後
に
は
、
体
力

測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
測
定
の
結
果
、
参

加
者
の
中
で
開
始
時
よ
り
悪
く
な
っ
た
人
は

い
ま
せ
ん
。
当
初
は
杖
な
し
で
は
歩
け
な

か
っ
た
人
が
、
杖
な
し
で
も
歩
け
る
よ
う
に

な
る
な
ど
の
効
果
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

体
操
後
に
は
生
き
が
い
づ
く
り　

　

体
操
を
す
る
だ
け
で
は
介
護
予
防
と
は
い

　高齢者が通い、喜び、生きがいを持ち、
　　　　　　　　介護予防につながる場が地域で始動

え
ま
せ
ん
。
地
域
の
中
に
生
き
が
い
を
持
っ

て
生
活
が
で
き
る
よ
う
な
居
場
所
を
つ
く
る

た
め
、体
操
後
に
は
、お
手
玉
や
ゴ
ル
フ
ボ
ー

ル
な
ど
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
や
茶
話
会
を
行
う

な
ど
、
地
域
住
民
同
士
の
憩
い
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
「
生
き
が
い
づ
く
り
」と「
健
康
づ
く
り
」は

密
接
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
生
き
が
い
を
つ

く
っ
て
こ
そ
介
護
予
防
と
い
え
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は「
こ
こ
に
来
た
ら
、
み
ん

な
と
話
が
で
き
て
楽
し
い
」「
体
力
が
回
復
し

て
き
て
、
歩
く
の
が
楽
に
な
っ
た
」と
い
う

声
も
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

は
つ
ら
つ
サ
ポ
ー
タ
ー
が
支
援

　

い
き
い
き
百
歳
体
操
の
活
動
は
、
は
つ
ら

つ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
協
力
の
も
と
行
っ
て
い
ま

す
。

　

は
つ
ら
つ
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
市
が
行
う
介

護
予
防
事
業
や
地
域
で
行
わ
れ
る
百
歳
体
操

の
手
伝
い
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
現

在
、
１
０
６
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
百
歳
体
操
が
行
わ
れ
る

会
場
で
、
血
圧
測
定
な
ど
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

や
、
体
操
で
体
を
動
か
す
運
動
の
指
導
を
す

る
な
ど
の
手
助
け
も
行
い
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
技
術
向
上
の
た
め

に
、
月
に
1
回
程
度
研
修
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
研
修
会
で
は
、
健
康
管
理
の
学
習
や
体

操
後
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
の
学

習
、
各
会
場
の
情
報
の
共
有
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
地
域
の
高
齢
者
に
一
人

で
も
多
く
参
加
し
て
も
ら
い
、
生
き
が
い
を

持
っ
て
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

支
え
合
い
の
輪
を
広
げ
る　

　

こ
れ
か
ら
先
、
増
え
続
け
る
高
齢
者
の
生

活
支
援
に
対
し
て
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
だ

け
で
な
く
、
地
域
住
民
の
支
え
合
い
が
重
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

い
き
い
き
百
歳
体
操
に
取
り
組
ん
で
い
る

前
松
原
自
治
会
の
会
長
は「
皆
さ
ん
が
元
気

に
な
っ
て
い
く
の
が
う
れ
し
い
で
す
。
１
週

間
に
一
度
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
安
否
確
認
が

で
き
高
齢
者
の
状
況
把
握
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
積
極
的
に
介

護
予
防
に
取
り
組
み
、
高
齢
者
を
支
援
し
て

い
く
輪
を
広
げ
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

問
市
介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
５
４
）

　膝を悪くして手術をしました。その時は、大
好きなグラウンドゴルフやゲートボールに行け
るようになるか心配していました。百歳体操を
続けてきたことで、少しずつですが体力がつい
てきました。1 週間に 1 回ですので、無理なく
参加できたことが良かったと思います。
　体操を続けた結果、毎日、グラウンドゴルフ
とゲートボールに行けるまで回復しました。
　百歳体操では、体操だけでなく皆さんと話を
して笑い合うことができます。今では、百歳体
操に行くことが生きがいであり、健康への一番
の薬になっています。

　サポーターは会場の設営、受付、血圧測定や
体操の準備などの百歳体操の運営をボランティ
アで行っています。
　運営のサポートをするだけでなく、参加者に
無理をさせないように「受付のときに話しかけ
る」「体操中は顔色が悪くなっていないか見る」
などして、参加者の健康状態には気を配ってい
ます。無理をさせてしまうと、かえって体に悪
影響を与えてしまいます。
　みんなで楽しく、笑って過ごすことのできる
百歳体操に参加することが、サポーターの生き
がいにもなっています。

前松原自治会　

赤川 美代子さん

はつらつサポーター
連絡会

関
せき

 稔
みのる

 会長

Interview

Interview

5  Ebino City Public Relations, 2015.10

数値が多くなると好転 数値が少なくなると好転

開眼片足
立ち（秒）
左右平均

握力（㎏）
左右平均

T&G（秒）
※

5m 通常
歩行（秒）

5m 速歩
（秒）

開始時 22.6 21.8 8.6 4 3.4

3 カ月後 29.8 22 8.2 3.8 3.1

●参加者の体力測定結果（平均値）

レクリエーションの講義を受けるはつらつサポーター ※ T&G はイスから立ち上がり 3m 歩いて戻っていすに座るまでの時間
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CIVIC NEWS
市政ニュース

健
全
な
財
政
運
営
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す

財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
を
公
表

　

市
で
は
、
財
政
の
健
全
化
判
断

比
率
な
ど
を
算
定
し
ま
し
た
の
で

公
表
し
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
は
、「
地
方
公

共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
り
、
決
算
に
基
づ

い
て
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不

足
比
率
を
毎
年
度
算
定
し
ま
す
。

算
定
後
は
、
監
査
委
員
の
審
査
を

受
け
た
う
え
で
、議
会
に
報
告
し
、

住
民
に
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て
は

早
期
健
全
化
基
準
と
財
政
再
生
基

準
、
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
は

経
営
健
全
化
基
準
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
基
準
を
1
つ
で
も
上

回
っ
た
場
合
、
財
政
運
営
の
健
全

化
を
図
る
た
め
の
計
画
策
定
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
課
さ
れ
ま
す
。

【
え
び
の
市
の
状
況
】

　

市
の
健
全
化
判
断
比
率
、
資
金

不
足
比
率
と
も
に
、
基
準
を
下
回

り
ま
し
た
。

　

市
で
は
引
き
続
き
、
健
全
な
財

政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

えびの市の健全化判断比率と資金不足比率
◎健全化判断比率

健全化判断比率 えびの市の比率 早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率 ―（※ 1） 14.30％ 20.00％

②連結実質赤字比率 ―（※ 2） 19.30％ 30.00％

③実質公債費比率 3.6％ 25.0％ 35.0％

④将来負担比率 ―（※ 3） 350.0％

（※１、※２）①の実質赤字比率と②の連結実質赤字比率が「―」となっているのは、実質赤字額や連結実質赤字額がないため、
比率が「ない」ことを示しています。

（※３）「将来負担比率」の「―」は、将来負担比率が算定されず、現時点における将来支払うべき負担（市債の残高等）が、
将来の財政を圧迫する可能性が低いことを示しています。

◎資金不足比率

公営企業会計名 資金不足比率 経営健全化基準

水道事業会計 ― 20.0％

病院事業会計 ― 20.0％

　平成 26 年度決算に基づき、健全化判断比率を算定した結果、比率は以下のとおりとなり、いずれの
指標についても、早期健全化基準（財政状況が悪化した場合に、財政の早期健全化を図るべき基準）を
下回りました。

　平成 26 年度決算に基づき、各公営企業における資金不足比率を算定した結果、資金不足を生じた公営
企業はないため、比率は「ない」こととなりました。

問市財政課財政係　☎35-1111（内線381）

【用語の説明】
標準財政規模：財源の使途が特定されずどのような経費に
も使用することができる一般財源（市税・地方交付税等）
の標準的な規模を表すもので、えびの市の場合は、平成 26
年度で約 63 億 3,500 万円

実質公債費比率：平成 26 年度に支払った一般会計の借金返
済額等の標準財政規模に対する割合

将来負担比率：将来、市が支払う負担（市債務残高等）の
標準財政規模に対する割合

資金不足比率：各公営企業の事業規模に対する資金不足額
の割合

実質赤字比率：標準財政規模に対する一般会計の赤字の割
合
連結実質赤字比率：標準財政規模に対する全会計の赤字の
割合

防疫の徹底をお願いします

韓
国
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

防
疫
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す

銀
行
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
す

包
括
的
連
携
協
定
を
締
結

　

9
月
30
日
、
市
と
株
式
会
社
宮

崎
銀
行
は
、
国
が
進
め
る
地
方
創

生
に
向
け
て
、
相
互
協
力
関
係
を

築
く
包
括
的
連
携
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
源
や

機
能
な
ど
の
活
用
を
図
り
な
が
ら
、

幅
広
い
分
野
で
相
互
に
協
力
し
、

地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
締
結
し
た
も
の
で
す
。

　

協
定
で
は
、
銀
行
が
持
つ
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
、
産
業
振
興
と
地

域
経
済
の
活
性
化
、
U
・
I
・
J

タ
ー
ン
等
に
よ
る
移
住
・
定
住
促

進
、
子
育
て
支
援
な
ど
幅
広
い
分

野
で
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

　

締
結
式
で
村
岡
市
長
は
「
こ
の

協
定
が
、
え
び
の
市
の
発
展
に
つ

な
が
る
大
き
な
推
進
力
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は

信
頼
関
係
を
し
っ
か
り
築
い
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
平
野

亘の
ぶ
や也

取
締
役
頭
取
は
「
え
び
の
市

が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
等
に
貢
献

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

問
市
企
画
課
政
策
係

☎
35
─１
１
１
１
（
内
線
３
２
１
）締結後握手を交わす平野取締役頭取と村岡市長

　

9
月
15
日
、
韓
国
の
ア
ヒ
ル
農

場
で
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
疑
い
事
例
が
2
件
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
韓
国
以
外
で
の
近
隣
諸

国
で
も
依
然
と
し
て
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
発
生
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、

防
疫
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
鳥
に
異
常
を
見
つ
け
た
ら
】

○
家
畜
の
鳥
に
異
常
（
続
け
て
死

亡
し
た
な
ど
）
が
あ
る
と
き
は
都

城
家
畜
保
健
衛
生
所
ま
た
は
市
畜

産
農
政
課
畜
産
振
興
室
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

○
死
亡
し
た
野
鳥
を
発
見
し
た
場

合
は
、
西
諸
県
農
林
振
興
局
ま
た

は
市
農
林
整
備
課
林
務
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
市
畜
産
農
政
課
畜
産
振
興
室

☎
35
─１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

問
市
農
林
整
備
課
林
務
係

☎
35
─１
１
１
１
（
内
線
２
２
1
）

問
都
城
家
畜
保
健
衛
生
所

☎
０
９
８
６
─62
─
５
１
５
１

問
西
諸
県
農
林
振
興
局

☎
23
─
４
７
２
５
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CIVIC NEWS
市政ニュース

　

9
月
24
日
、
小
林
市
文
化
会
館

で
、「『
に
し
も
ろ
定
住
自
立
圏
』

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

西
諸
地
域
で
は
、
平
成
24
年
4

月
に
「
に
し
も
ろ
定
住
自
立
圏
」

を
形
成
。
2
市
1
町（
え
び
の
市
・

小
林
市
・
高
原
町
）
が
連
携
し
て

事
業
等
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

国
が
進
め
る
地
方
創
生
の
取
り

組
み
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
よ

り
一
層
連
携
を
強
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
株
式
会
社

Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
の
吉
田
淳
一
氏
に

よ
る
基
調
講
演
や
各
市
町
の
首
長

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

吉
田
氏
は
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
（
海
外
か
ら
日
本
へ
来
る
観

光
）
は
、
情
報
発
信
力
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
重
要
」
の

演
題
で
、
西
諸
地
域
が
今
後
、
ど

の
よ
う
に
観
光
事
業
を
展
開
す
べ

き
か
な
ど
に
つ
い
て
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、「
広
域
連
携
で
地
方
創
生
に

挑
む
」
の
テ
ー
マ
で
、
各
市
町
の

首
長
が
「
に
し
も
ろ
の
未
来
」
に

つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　

村
岡
市
長
は
「
市
町
を
超
え
て

手
を
携
え
て
、
西
諸
全
体
の
発
展

の
た
め
に
頑
張
り
た
い
」、
肥
後

市
長
（
小
林
市
）
は
「
自
分
た
ち

の
住
む
ま
ち
の
長
所
と
短
所
を
理

解
し
、
西
諸
に
ま
だ
眠
っ
て
い
る

宝
を
発
掘
し
て
い
き
た
い
」、
日

高
町
長
（
高
原
町
）
は
「
高
原
に

住
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
ま
ち
に
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

問
市
企
画
課
政
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
２
１
）

ど
う
な
る
？
西
諸
の
未
来

「
に
し
も
ろ
定
住
自
立
圏
」

西諸の未来について語る肥後市長・村岡市長・日高町長

締結後握手を交わす村岡市長と原山局長

　

9
月
30
日
、
市
と
日
本
郵
便
株

式
会
社（
え
び
の
市
内
郵
便
局
お

よ
び
都
城
郵
便
局
）は
、
災
害
時

に
お
け
る
関
係
郵
便
局
の
協
力
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
内
で
災
害
が
発
生

し
た
際
、
必
要
な
対
応
を
円
滑
に

行
う
こ
と
を
目
的
に
締
結
し
た
も

の
で
す
。

　

協
定
で
は
、
緊
急
時
に
お
け
る

車
両
の
提
供
や
配
達
業
務
等
で
発

見
し
た
道
路
等
の
破
損
状
況
の
情

報
提
供
、
同
意
を
得
た
う
え
で
の

避
難
者
の
避
難
先
情
報
の
提
供
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　

締
結
式
で
、
村
岡
市
長
は「
災

害
発
生
時
に
は
、
相
互
に
協
力
し

合
い
、
迅
速
に
対
応
し
て
い
き
た

い
」と
あ
い
さ
つ
。
日
本
郵
便
株

式
会
社
加
久
藤
郵
便
局
の
原
山

靖や
す
お夫
局
長
は「
災
害
時
に
も
地
域

の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
生
活
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
お
手
伝
い
し
て

い
き
た
い
で
す
」と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

問
市
基
地
・
防
災
対
策
課
基
地
・

防
災
対
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
１
３
）

災
害
時
に
郵
便
局
と
協
力

協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

委嘱状を受け取る谷口隊員

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
2

人
、
新
た
に
着
任
し
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
都
市

住
民
な
ど
地
域
外
の
人
材
を
地
域

社
会
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
受

け
入
れ
、
地
域
力
の
維
持
・
強
化

を
図
る
も
の
で
す
。

　

今
回
採
用
さ
れ
た
の
は
、
農
業

と
林
業
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

で
す
。
農
業
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
に
は
高
鍋
町
出
身
の
馬ば

め
ん
さ
だ
お

面
貞
臣

さ
ん
が
、
林
業
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
に
は
京
都
府
城
陽
市
出
身
の

谷
口
広こ

う
す
け輔
さ
ん
が
着
任
し
ま
し

た
。

　

馬
面
隊
員
は「
早
い
う
ち
に
独

立
し
て
、
日
本
で
最
も
利
益
率
の

高
い
農
業
生
産
法
人
を
立
ち
上
げ

た
い
で
す
」、
谷
口
隊
員
は「
3
年

間
し
っ
か
り
学
ん
で
、
林
業
の
担

い
手
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
ま

す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

問
市
畜
産
農
政
課
担
い
手
対
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
２
１
・
２
２
９
）

問
市
農
林
整
備
課
林
務
係

☎
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
２
３
・
２
３
４
）

新
た
な
担
い
手
と
し
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
2
人
着
任

　

住
民
票
を
有
す
る
す
べ
て
の
人

に
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」の
記
載
さ

れ
た
通
知
カ
ー
ド
が
、
住
民
票
の

住
所
地（
世
帯
主
あ
て
）に
簡
易
書

留
で
送
付
さ
れ
ま
す
。
え
び
の
市

で
は
、
11
月
中
旬
以
降
に
配
達
さ

れ
る
見
込
み
で
す
。

　

不
在
な
ど
で
受
け
取
れ
ず
郵
便

局
の
保
管
期
間
が
経
過
し
た
通
知

カ
ー
ド
は
、
郵
便
局
か
ら
市
役
所

に
返
送
さ
れ
ま
す
。
通
知
カ
ー
ド

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
場
合
は
、
市
民
環
境
課
市
民
年

金
係
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
福
祉
や
税

の
手
続
き
な
ど
で
一
生
使
い
ま

す
。
番
号
が
漏
え
い
し
、
不
正
に

使
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
を
除

き
、
一
生
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
。
通

知
カ
ー
ド
は
大
切
に
し
ま
っ
て
お

き
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
む
や
み
に

他
人
に
教
え
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

問
個
人
番
号
カ
ー
ド
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー

☎
０
５
７
０
‐
７
８
３
‐
５
７
８

問
市
民
環
境
課
市
民
年
金
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
２
７
２
）

11
月
に
通
知
カ
ー
ド
を
発
送

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
お
知
ら
せ

通知カードは転送不要の簡易書留で届きます

通知カードは大切に保存しましょう

委嘱状を受け取る馬面隊員
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9
月
10
日
、
小
林
地
区
電
気
工

事
業
協
同
組
合
の
9
人
が
、
市
内

の
高
齢
者
宅
で
電
気
設
備
の
点

検
・
電
気
の
交
換
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
漏
電
等
を
未
然
に
防

ぎ
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。
今
年
は
、
研
修
中
の

小
林
秀
峰
高
校
電
気
科
の
生
徒
8

人
（
市
出
身
）
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

入
佐
ト
シ
子
さ
ん
は
、「
ブ
レ
ー

カ
ー
な
ど
自
分
で
は
点
検
で
き
ま

せ
ん
。
あ
り
が
た
い
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

9
月
20
日
か
ら
21
日
に
か
け
て

矢
岳
高
原
ベ
ル
ト
ン
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
で
、「
B
E
‐
P
A
L 

M
E
A
T 

C
A
M
P
㏌ 

え
び
の
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
え

び
の
の
自
然
の
中
で
、
え
び
の
市

産
の
牛
・
豚
・
鶏
肉
を
多
く
の
人
に

食
べ
て
も
ら
お
う
と
、
市
と
ア
ウ

ト
ド
ア
誌
B
E
‐
P
A
L
編
集
部

の
共
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

福
岡
県
か
ら
参
加
し
た
あ
る

家
族
は
「
夜
中
の
12
時
に
家
を
出

ま
し
た
。ソ
ー
セ
ー
ジ
の
長
さ
に

び
っ
く
り
し
て
、
疲
れ
も
吹
っ
飛

び
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

9
月
19
日
、
え
び
の
市
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
「
焼
肉
ス
タ

ジ
ア
ム
リ
タ
ー
ン
ズ
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

来
場
し
た
市
民
約
１
１
０
０
人
は
、

宮
崎
牛
や
宮
崎
県
産
豚
・
鶏
肉
な
ど
の

焼
肉
を
堪
能
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
、

電気工事業協同組合が高齢者宅を訪問

プロの技でボランティア
BE-PAL MEAT CAMP in えびの

自然の中でえびのの食材を堪能

秋空の下でバーベキュー
焼肉スタジアムリターンズ

バ
ン
ド
演
奏
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
や
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ

る
な
ど
、来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

甲
斐
蒼そ

う
し
ろ
う

心
朗
く
ん
（
5
歳
）
は
、「
家

で
は
、
あ
ま
り
食
べ
な
い
け
ど
、
外
で

の
焼
肉
は
お
い
し
く
て
、
た
く
さ
ん
食

べ
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
4
日
、
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
野
外
ス
テ
ー
ジ
で「
国
際
交

流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
と
外
国

人
と
の
交
流
の
場
と
し
て
、
え
び

の
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
主
催

で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

会
場
で
は
、
サ
ル
サ
ダ
ン
ス
や

外
国
人
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な

ど
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
の
ほ
か
、

台
湾
料
理
や
地
元
物
産
な
ど
の
販

売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

サ
ル
サ
ダ
ン
ス
で
は
、
来
場
し

て
い
た
市
民
と
い
っ
し
ょ
に
踊
る

な
ど
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

9
月
26
日
、市
文
化
セ
ン
タ
ー
で「
第

24
回
自
治
会
対
抗
カ
ラ
オ
ケ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

自
治
会
対
抗
の
部
に
は
、
市
内
4
地

区
の
代
表
12
人
が
参
加
。
一
般
参
加
の

部
に
は
8
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
参
加
者
を
応
援
し
よ
う

国際交流フェスティバル

ダンスで交流を深める

自慢の歌声で観客を魅了
第24回自治会対抗カラオケフェスティバル

と
約
５
3
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
自
慢
の
歌
声
を
披
露
し
ま
し

た
。

　

団
体
の
部
で
は
、
東
部
自
治
会
が
優

勝
。
個
人
の
部
で
は
、
上
原
田
自
治
会

の
外と

や
ま
よ
し
の
ぶ

山
義
信
・
朱し

ゅ
り里
さ
ん
親
子
が
優
勝

を
し
ま
し
た
。

　

10
月
3
日
、
飯
野
高
校
で
県
立

飯
野
高
等
学
校
創
立
50
周
年
記
念

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
県
教
育
長
、
県
議

会
副
議
長
、
市
各
課
・
事
務
局
長

や
在
校
生
な
ど
約
４
８
０
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

第
50
期
生
徒
会
長
の
桜
井
美
咲

さ
ん
は「
先
輩
方
の
築
い
て
き
た

伝
統
に
新
し
い
伝
統
を
刻
み
、
飯

野
高
校
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い

き
ま
す
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、市
民
体
育
館
で
、

陸
上
自
衛
隊
第
８
音
楽
隊
の
演
奏

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

県立飯野高等学校創立50周年記念式典

50周年を盛大に祝う
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木
彫
り
彫
刻
家　

町
屋
章
彦
さ
ん

宮
日
美
展
で
奨
励
賞
を
受
賞

　
「
宮
日
総
合
美
術
展
で
無
鑑
査
入
り
し
た
い
で
す
。

そ
れ
が
今
の
目
標
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
日
々
作

品
と
向
か
い
合
っ
て
い
ま
す
」と
話
す
の
は
、
第
67

回
宮
日
総
合
美
術
展
に
出
品
し
た
作
品（
題
名「
ぬ
く

も
り
」）で
奨
励
賞
の
西
都
市
長
賞
を
受
賞
し
た
町
屋

章
彦
さ
ん（
上
向
江
）で
す
。

　

宮
日
総
合
美
術
展
は
、
宮
崎
日
日
新
聞
社
が
毎
年

行
っ
て
い
る
美
術
展
で
す
。
工
芸
や
写
真
、
書
道
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
部
門
が
あ
り
、
町
屋
さ
ん
は
彫
刻
部

門
に
出
品
し
ま
し
た
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
選
ば
れ

た
作
品
は
、
宮
崎
県
立
美
術
館
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

特
選
を
3
回
受
賞
す
る
と
、
鑑
査
無
し
で
美
術
展
で

展
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

2
0
0
8
年
に
開
催
さ
れ
た
第
60
回
宮
日
美
展
で

は
、
町
屋
さ
ん
の『
我
が
人
生
、
マ
イ
ペ
ー
ス
』と
い

う
作
品
が
特
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。「
あ
と
2
回
特

選
に
選
ば
れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
無
鑑
査
入
り
で

き
ま
す
。
去
年
は
落
選
し
て
し
ま
い
、
悔
し
い
思
い

を
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
奨
励
賞
を
受
賞
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
、
来
年
こ
そ
は
、
特
選
に
選
ば
れ
る

よ
う
腕
に
磨
き
を
か
け
た
い
で
す
」

彫
刻
で
自
分
の
気
持
ち
を
表
現

　

町
屋
さ
ん
は
、
18
歳
の
時
に
愛
知
県
の
自
動
車
部

品
メ
ー
カ
ー
に
就
職
。
54
歳
で
退
職
後
、
自
分
の
好

き
な
こ
と
を
や
り
た
い
と
、
彫
刻
を
は
じ
め
ま
し
た
。

心温まる作品をつくりたい

「
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
や
版
画
を
作

る
こ
と
が
好
き
で
し
た
。
自
分
の
気
持
ち
、
感
情
を

一
番
表
現
で
き
る
も
の
は
何
か
を
考
え
た
結
果
、
彫

刻
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
」

　
「
芸
術
関
係
の
学
校
に
通
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、

基
礎
的
な
部
分
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

彫
刻
に
関
す
る
本
を
何
十
冊
も
買
い
、
ひ
た
す
ら
知

識
の
習
得
に
励
み
ま
し
た
。
作
品
を
作
っ
て
は
先
生

に
評
価
し
て
も
ら
い
、
何
度
も
作
り
直
し
ま
し
た
」

　

価
値
観
に
よ
っ
て
捉
え
方
が
さ
ま
ざ
ま
あ
る
芸
術
。

「
芸
術
の
最
大
の
目
的
は
、
作
品
を
見
た
人
に
ど
れ

Profile

まちやあきひこ／上向
江／ 70 歳／趣味：彫刻、
ジョギング、ソフトボー
ル

だ
け
自
分
の
気
持
ち
、
感
情
を
伝
え
ら
れ
る
か
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」

　
「
作
品
一
つ
ひ
と
つ
で
、
伝
え
た
い
こ
と
は
違
い

ま
す
が
、
根
底
に
あ
る
の
は
人
の
心
が
温
ま
る
作
品

を
作
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
最
近
、
親
が
子
を
あ
や

め
る
と
い
っ
た
悲
し
い
事
件
が
多
く
起
き
て
い
ま
す
。

自
分
の
作
品
を
見
る
こ
と
で
心
優
し
い
人
間
に
な
り
、

少
し
で
も
、
悲
し
い
事
件
が
世
の
中
か
ら
減
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
作
っ
て
い
ま
す
」

自
治
会
長
と
し
て
地
元
に
恩
返
し

　

町
屋
さ
ん
は
、
61
歳
の
時
に
え
び
の
市
に
帰
郷
し
、

彫
刻
家
と
し
て
活
動
を
す
る
か
た
わ
ら
、
上
向
江
の

自
治
会
長
も
務
め
て
い
ま
す
。「
老
後
は
地
元
で
暮

ら
す
と
決
め
て
い
ま
し
た
。
高
校
生
の
時
ま
で
お
世

話
に
な
っ
た
地
元
に
少
し
で
も
恩
返
し
を
し
よ
う
と

自
治
会
長
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
4
年
目
に
な
り

ま
す
。
特
別
な
こ
と
は
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
」

　
「
都
会
と
違
い
、
え
び
の
市
に
は
自
然
が
多
く
、

作
品
づ
く
り
に
集
中
し
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
い
ま

す
。
体
が
健
康
な
限
り
、
こ
の
え
び
の
市
で
、
た
く

さ
ん
の
作
品
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
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●イワシのあんかけ

堀浦さくら会の皆さん

イワシのほくほくとした食感とあんのとろみが絶妙な一品

レシピ

【材料】（2人分）
イワシ 2匹、ニンジン 1/2本、
タマネギ 1/2個、ピーマン 1
個、し ょ う 油 大 さ じ2、酢 
大さじ1、粗目砂糖 大さじ2、
風味調味料 適量、片栗粉 適
量

【作り方】
① イ ワ シ を フ ラ イ パ ン で 油 を 引 か ず に 蒸 し 焼
き に す る 。
② お 好 み の 大 き さ に 切 っ た 野 菜 を さ っ と 炒 め
る 。
③ ② に し ょ う 油 、 酢 、 粗 目 砂 糖 、 風 味 調 味 料
を 入 れ て 味 付 け を す る
④ 水 溶 き 片 栗 粉 を 入 れ て と ろ み を つ け る 。

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
堀

浦
さ
く
ら
会
の
皆
さ
ん

が
作
っ
た
「
イ
ワ
シ
の
あ
ん

か
け
」で
す
。

　

イ
ワ
シ
の
あ
ん
か
け
は
、
イ
ワ

シ
の
ほ
く
ほ
く
と
し
た
食
感
と
、

あ
ん
の
と
ろ
っ
と
し
た
食
感
が
絶

妙
な
一
品
で
す
。

　

少
し
甘
め
の
あ
ん
が
イ
ワ
シ
の

旨
み
を
引
き
立
て
ま
す
。レ
モ
ン

や
ミ
カ
ン
な
ど
の
柑
橘
類
の
し
ぼ

り
汁
を
か
け
る
と
あ
っ
さ
り
感
が

増
し
て
、
よ
り
一
層
お
い
し
く
い

た
だ
け
ま
す
。イ
ワ
シ
を
サ
バ
や

サ
ン
マ
な
ど
旬
の
魚
に
変
え
て
も

お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

　

料
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
油
を
使

わ
ず
に
イ
ワ
シ
を
蒸
し
焼
き
に
す

る
こ
と
で
す
。
油
を
使
う
と
、
イ

ワ
シ
か
ら
出
る
脂
と
混
ざ
り
、
余

計
に
脂
っ
こ
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。 え

び
の
自
慢
の
お
い
し
い
料
理

D
elicious cuisine of Ebino

vol.87

この本は、アートに興味
がない人でも楽しむこ

とができるアートミステリー
です。画家の巨匠アンリ・ル
ソーの実在する名画「夢」が登
場します。
　二人の専門家が「夢」は贋

がんさく

作
なのか本物なのかを、謎の古
書を読み解きながら解明して
いきます。
　芸術の秋に、この本を読ん
で、アートの素晴らしさに触
れてみませんか。

楽園のカンヴァス

原田マハ／著
（新潮社）

虐待やいじめにあって傷
つき心を閉ざした子ど

もたちが、同じように人から
傷つけられた動物たちの世話
をすることをとおして、「命の
大切さ」や「やさしさ」とは何
なのかを学んでいきます。
　この本は、子どもたちの心
をいやし、回復させることを
目 的 と し た ア ニ マ ル・ セ ラ
ピー「わすれな草農場」での
日々を丹念に迫ったノンフィ
クションです。

やさしさをください

大塚敦子／著
（岩崎書店）

◎イベント

南
な ん だ ろ う あ や し げ

陀楼綾繁さんのトークイベント
一箱古本市を開催する「不忍ブックストリート」代表で、
全国のブックイベントに関わる南陀楼綾繁さんのトー
クイベントです。
●日時＝11月4日（水）午後2時～午後3時30分
●場所＝学習室
●演題＝一箱古本市からはじまる「本のある町」
土曜シネマ
●日時＝11月21日（土）午後1時30分～
●場所＝学習室（参加料は無料）
●内容＝「2012」（日本語吹き替え）
※変更になる場合があります。

えびの市民図書館
☎35-0242  http://www.e-tosho.com/ebino/index.html

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

［最近入ったおすすめ本］
○「るるぶ温泉＆宿九州」　JTBパブリッシング
○「国家のエゴ」　佐藤 優 著　朝日新聞出版
○「生きものの持ちかた」　松橋 利光 著　大和書房
○「百歳の力」　篠田 桃紅 著　集英社
○「潮流」　今野 敏 著　角川春樹事務所

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（石井高子さん）☎ 33 ｰ 0010まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回：①「飯野駅前地区体育館→飯野出張所」②「自衛隊
官舎→麓橋団地」③「岡元小学校→市立病院→さくら苑」④「老人福祉
センター」⑤「飯野地区コミュニティセンター→警察署官舎」

◎11月のスケジュール
月間行事

2 月 休館日
4 水 移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
6 金 ブックスタート（1歳児に絵本配布）

移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30
7 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
8 日 一日図書館員体験 13：30 ～ 15：00
9 月 休館日

11 水 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：15
12 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
13 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15
14 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

読書感想文・感想画表彰式 12：00 ～
16 月 休館日
18 水 移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
20 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30
21 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
24 火 休館日
25 水 館内整理日

移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：15
26 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
27 金 喫茶ふら～っと 9：45 ～ 11：00

パン・野菜・手芸品等の販売 10：00 ～ 11：00
移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15

28 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
30 月 休館日

古
里
の
山
や
海
川
変
ら
ね
ど

親
兄
姉
は
遠
く
へ
去
り
ぬ

西
上
江
　
山
本
ハ
ヤ
子

　
季
節
は
紅
葉
の
頃
と
な
り
、
澄
み
渡
る
秋
の

ひ
と
日
古
里
に
佇
み
て
思
い
出
す
の
は
、
在
り

し
日
の
父
母
、
兄
姉
の
事
で
あ
る
。人
の
心
、
空

の
雲
、海
の
碧
さ
。す
べ
て
が
家
族
へ
と
通
ず
る
。

作
者
の
切
な
い
郷
愁
と
や
さ
し
さ
の
表
現
さ
れ

た
詠
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　（
評
：
竹
下
妙
子
）

短
歌大

花
野
リ
ュ
ッ
ク
に
つ
け
し
小
鈴
な
る

　
岩
切
嗣
子

　
美
し
い
秋
草
が
咲
き
み
だ
れ
る
尾
瀬
ヶ
原
。

澄
み
き
っ
た
蒼
天
の
秋
空
へ
と
続
き
そ
う
な
木

道
が
揺
か
に
延
び
る
。「
こ
ん
に
ち
は
！
」「
こ

ん
に
ち
は
！
」
見
知
ら
ぬ
人
達
と
挨
拶
を
交
わ

し
な
が
ら
、
花
野
を
歩
く
と
背
の
リ
ュ
ッ
ク
に

つ
け
た
小
鈴
が
揺
れ
、
優
し
く
鳴
り
渡
る
。想

い
出
に
残
る
爽
や
か
な
秋
の
高
原
の
一
日
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

俳
句詩一

花
　
三
様

町
　
石
井
高
子

田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
に
群
れ
て
咲
く
赤
い
赤
い
彼
岸
花

季
節
を
問
わ
ず
も
が
な
彼
岸
の
近
い
事
を
教
え
て
く

れ
る

野
の
土
手
に
山
あ
い
の
陽
だ
ま
り
に

群
れ
て
咲
い
て
る
曼
珠
沙
華

そ
の
昔
日
陰
に
咲
い
た
大
輪
の
花
花
魁
に
似
て

真
白
な
顔
の
下
唇
に
だ
け
擱
か
れ
た
真
っ
赤
な
紅
に

似
て
艶
や
か
で
凛
と
し
た
命
の
主
張
を
感
じ
さ
せ
て

く
れ
る

墓
地
に
咲
く
一
輪
二
輪
の
死
人
花

生
有
る
も
の
か
ら
流
れ
出
る
真
っ
赤
な
血
潮
を
吸
っ

た
花

や
が
て
土
に
還
る
肉
体
を
弔
う
が
ご
と
く
秋
風
に
揺

れ
る

一
花
三
様
人
の
思
い
は
其
々
に
移
ろ
う
季
節
と
時
代

と
で
花
へ
の
想
い
も
変
わ
り
行
く
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肺
炎
の
原
因
と
な
る
細
菌
や
ウ
イ
ル

ス
は
人
の
身
体
や
日
常
生
活
の
場
に

存
在
し
て
お
り
、
身
体
の
抵
抗
力
が
弱

ま
っ
た
と
き
な
ど
に
感
染
し
や
す
く
な

り
ま
す
。普
段
元
気
に
し
て
い
る
人
で

も
、
気
候
の
変
化
や
体
調
の
変
化
、
持

病
の
悪
化
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
肺
炎
に
か
か
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

肺
炎
は
、
症
状
が
重
く
な
る
と
命
に

関
わ
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。え

び
の
市
内
で
の
死
因
で
は
第
3
位
と

・
持
病
の
治
療
に
努
め
る

【
予
防
接
種
を
受
け
る
】

・
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る

　

市
で
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
、

予
防
接
種
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
健
康
保
険
課
市

民
健
康
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

65
歳
と
い
う
と
元
気
な
人
も
多
い

の
で
す
が
、
若
い
頃
よ
り
抵
抗
力
は
低

下
し
て
い
る
も
の
で
す
。過
信
を
せ
ず
、

早
め
の
予
防
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

　
　
文
：
市
健
康
保
険
課 

中
尾
保
健
師

いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e

肺
炎
に
か
か
る
前
に
早
め
の
予
防
を

な
っ
て
い
ま
す
。

　

肺
炎
を
予
防
す
る
た
め
、
次
の
こ
と

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
毎
日
の
感
染
予
防
】

・
う
が
い
、
手
洗
い
、
マ
ス
ク
の
着
用

・
歯
み
が
き
等
で
口
の
中
を
清
潔
に
す

る・
誤ご

え
ん嚥
（
誤
っ
て
唾
液
や
食
物
が
気
管

に
入
っ
て
し
ま
う
）
の
予
防

【
身
体
の
免
疫
力
を
高
め
る
】

・
喫
煙
者
は
禁
煙
す
る

・
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る

よ
う
で
す
。暴
力
を
受
け
る
人
が
悪
い

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。暴
力
を
振
る
う

相
手
に
非
が
あ
り
ま
す
。つ
ら
さ
に
比

較
は
あ
り
ま
せ
ん
。あ
な
た
が
つ
ら
い

と
思
っ
た
ら
そ
れ
は
暴
力
で
す
。

　

市
で
は
、
D
V
な
ど
女
性
問
題
に
か

か
わ
る
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

秘
密
厳
守
で
相
談
は
無
料
で
す
。気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

え
び
の
市
女
性
相
談
所

☎
35
‐
0
1
5
2

相
談
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
1
2
0
‐
1
2
3
‐
6
9
3

　
文
：
総
務
課
人
権
啓
発
室

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

　

内
閣
府
で
は
、
毎
年
11
月
12
日
～
25

日
ま
で
を
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な

く
す
運
動
」
期
間
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

配
偶
者
だ
け
で
な
く
、
恋
人
・
婚
約

者
・
同
棲
相
手
・
元
夫
・
元
恋
人
な
ど
親

密
な
関
係
に
あ
る
人
か
ら
振
る
わ
れ
る

暴
力
を
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン

ス
（
Ｄ
Ｖ
）
と
い
い
ま
す
。こ
れ
に
は
、

殴
ら
れ
る
・
蹴
ら
れ
る
な
ど
の
身
体
的

暴
力
だ
け
で
な
く
、
暴
言
を
は
か
れ
た

り
行
動
や
金
銭
を
制
限
さ
れ
た
り
す
る

精
神
的
暴
力
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
・
性

犯
罪
・
売
買
春
・
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
・
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
女
性
に
対

す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く

侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
男
女
共
同
参

画
社
会
を
形
成
し
て
い
く
う
え
で
克
服

す
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。

　

被
害
者
は
「
相
手
の
嫌
が
る
こ
と
を

言
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
」「
言
わ
れ
た

と
お
り
に
し
な
か
っ
た
か
ら
」
と
暴
力

を
振
る
わ
れ
る
の
は
自
分
の
落
ち
度
の

せ
い
と
思
い
込
ん
で
い
る
場
合
が
多
い

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33‒0110

えびの消防署 ☎ 33‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 65件
物 件 25件 本年累計 195件

　

市
で
は
、
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
介

護
者
へ「
在
宅
老
人
等
介
護
手
当
」
を

支
給
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、
介
護
者
に

対
し
て
、
介
護
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
と

も
に
、
ね
た
き
り
老
人
等
の
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

対
象
者
は
、
6
カ
月
の
間
に
入
院
や

介
護
施
設
へ
の
入
所
を
し
た
こ
と
が
な

い
65
歳
以
上
の
高
齢
者
（
要
介
護
4
・

5
、
ま
た
は
認
知
症
疾
患
の
あ
る
人
は

要
介
護
3
・
4
・
5
）
と
生
計
を
共
に
し

て
い
る
介
護
者
で
す
。ね
た
き
り
老
人
等

一
人
当
た
り
月
額
6
千
円
を
、
1
年
に

2
回
（
9
月
と
3
月
）
支
給
し
ま
す
。

　

申
請
は
、
市
内
4
カ
所
の
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
代
行
で
行
い

ま
す
。
在
宅
で
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
介
護
を
し
て
い
る
人
は
、
担

当
の
介
護
支
援
専
門
員
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
せ

ず
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人
は
、
市
介

護
保
険
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
東
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
2
3
7
7
（
さ
く
ら
苑
内
）

○
南
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
25
‐
3
2
2
2
（
ほ
う
よ
う
内
）

○
中
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
35
‐
０
０
６
６
（
ふ
れ
あ
い
館
内
）

○
西
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
3
0
8
5
（
え
び
の
涼
風
園
内
）

　

文
：
西
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

住み慣れた場所で安心して暮らすために

あんしんねっと
A r e a  c o m p r e h e n s i v e  s u p p o r t

ご
利
用
く
だ
さ
い「
在
宅
老
人
介
護
手
当
」

特殊詐欺や悪質商法にご注意

インフルエンザ予防対策を

秋から冬にかけてインフルエンザの流行が予想さ
れます。インフルエンザは、高熱や関節の痛み

を伴い、人によっては重症化する恐れもあります。
　流行を防ぐためには、原因となるウイルスを体内
に侵入させないことや周囲にうつさないようにする
ことが大切です。そのためには、「早めに予防接種を
受ける」「帰宅後はうがい・手洗いを行う」「外出時
はマスクを着用する」など、まずは自分が感染しな
いよう心がけてください。
　インフルエンザの感染を広げないために、一人ひ
とりが「かからない」「うつさない」対策を実践しま
しょう。

特 殊 詐 欺 や 悪 質 商 法 は 、一 本 の 電 話 や 突 然 の
訪 問 か ら 始 ま り ま す 。

　 特 殊 詐 欺 に よ る 宮 崎 県 内 の 1 件 当 た り の 被 害
額 は 約 4 6 0 万 円 に も 上 り ま す 。「 こ の 株 は 今 買 え
ば 必 ず 儲 か り ま す 」な ど と い う 電 話 は 詐 欺 の 可
能 性 が 高 い で す 。も う け 話 に は 安 易 に 乗 ら な い
よ う 注 意 し ま し ょ う 。
　 悪 質 商 法 は 、突 然 自 宅 に 来 て 、高 額 な 布 団 等
を 売 り つ け ま す 。い ら な い 商 品 は 断 り ま し ょ う 。
も し 契 約 し た 場 合 で も ク ー リ ン グ オ フ 期 間 に か
か わ ら ず 返 金 請 求 が で き る 場 合 が あ り ま す 。
　 不 審 に 思 っ た ら 、一 人 で 悩 ま ず に す ぐ に 警 察
に 相 談 し て く だ さ い 。

9月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 0件 年 計 7件
救 急 73件 年 計 705件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33‒0110

えびの消防署 ☎ 33‒6119

9月の交通事故発生状況
人 身 7件 本年累計 72件
物 件 24件 本年累計 255件

西部在宅介護支援セン
ター職員
久保賢優（くぼまさと
し）さん
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
の
広
報
紙
の
記

事
を
一
部
抜
粋
、
修
正
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

木
管
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
堪
能

　

9
月
9
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
木
管
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
公
演
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
演
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
の
首
席
奏
者
が
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
を
披
露
。
来
館
し
た
約
４
０
０
人
の
観

客
は
、
一
流
の
演
奏
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
元
年
10
月
号
掲
載
）

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
熱
戦

　

9
月
9
日
、
永
山
運
動
公
園
で
市
長
旗
争
奪
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
市
内
の
各
地
区
か
ら
79
チ
ー
ム
約

５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
選
手
は
、
日
ご
ろ

の
技
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
元
年
10
月
号
掲
載
）

園
児
た
ち
が
コ
イ
を
放
流

　

9
月
11
日
、川
内
川
で
コ
イ
の
放
流
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
川
に
親
し
み
、
自
然
を

愛
す
る
心
を
育
て
よ
う
と
、川
内
川
上
流
漁
協

が
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
放
流
に
は
、真
幸
保
育
所
の
園
児
が
参

加
。
コ
イ
の
稚
魚
、６
６
０
０
尾
を
放
流
し
ま

し
た
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
元
年
10
月
号
掲
載
）

１
９
８
9

身体障がい者補助犬を給付します

　宮崎県では、身体障がい者の自立と社会参加を促進す
るため、身体障がい者補助犬を給付しています。
　給付を受けるためには、申請が必要です。選考後には訓
練があります。

【対象者】以下の要件を満たす人
①県内におおむね1年以上居住する18歳以上の人で次のい
ずれかの状態にある人
・視覚障がい1級の身体障害者手帳の交付を受けている人
またはこれに準ずる人
・肢体不自由1、2級の身体障害者手帳の交付を受けている
人またはこれに準ずる人
・聴覚障がい2級の身体障害者手帳の交付を受けている人
またはこれに準ずる人
②所定の訓練を受け、身体障がい者補助犬を適切に利用
し、飼育できる人
③身体障がい者補助犬を使用することにより就労等社会
活動への参加に効果があると認められる人

【歩行訓練】身体障がい者補助犬の給付を受ける人は、県
が委託した訓練施設で約1カ月間、身体障がい者補助犬と
の訓練を受ける必要があります。

【経費】身体障がい者補助犬の購入および訓練に要する経
費は、宮崎県が負担しますが、訓練施設までの旅費、訓練
期間中の本人の食費、給付後の経費（飼育費等）は本人負
担となります。
　詳しくは、市福祉事務所福祉係にお問い合わせくださ
い。
問市福祉事務所 福祉係
☎35-1111（内線261・266）

市税滞納処分に伴う不動産公売を
行います

　市では、宮崎県と合同で市税滞納処分に伴う不動産の
公売を行います。

【公売物件】宮崎県えびの市大字永山字蔵ノ前78番1
[土地]1筆（545.91㎡）　[建物]1棟（143.21㎡）

【見積価格】1,471,000円
【公売保証金】150,000円（当日、入札前に支払う金額)

【入札日】11月5日（木）
【入札時間】午後1時～午後2時
【開札日】11月5日（木）
【開札時間】午後2時1分～
【終了予定時間】午後2時30分
【入札・開札場所】宮崎県庁7号館4階744号室
【売却決定日】11月12日（木)
【代金納付期限】11月12日（木）午後2時まで
【代金納付場所】市税務課

入札は公売保証金納付後になります。
入札時間は午後1時からです。事務手続きの関係、公売保
証金納付時に時間がかかる場合があります。入札開始時間
30分前（午後0時30分）には公売保証金納付を済ませるよ
うにしてください。
問市税務課 収納対策室
☎35-1111（内線214・217・218）

平成28年度宮崎県東京学生寮
入寮者募集

　宮崎県東京学生寮では、平成28年度の入寮者を募集し
ます。

【募集人員】50人程度（1部屋定員2人）※全部屋2人部屋
【入寮期間】平成28年4月1日～平成30年3月31日
【応募資格】①東京都およびその周辺に所在する大学およ

び短期大学、修業年限2年以上の専修学校、専門課程等に
入学予定（入学が決定していない人を含む）の男子学生で、
保護者が宮崎県内に居住する人
②入学した場合、住居に困窮する人
③経済上の理由により入寮を必要とする人
④寮費等納入金を支払う能力のある人
⑤健康で共同生活を営むことのできる人

【寮費】19,100円（現行月額）※電気料金は実費
※食事の提供はなし

【申込方法】入寮申込書に必要書類を添付のうえ、以下の
申込先に直接提出するか、郵送で提出してください。

【申込先】宮崎県東京学生寮
〒102-0074　東京都千代田区九段南4-8-2

【申込期間】10月28日（水）～ 12月28日（月）※必着
問宮崎県東京学生寮
☎03-3263-5068
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います。
問市社会教育課 社会教育係
☎35-1111（内線483）

平成28年成人式の意見発表者を募
集します

　市教育委員会では、平成28年1月5日に開催する成人式で
「新成人者意見発表」を実施していただく発表者を募集し

ます。
【応募資格】平成7年4月2日から平成8年4月1日までに生ま

れた市内在住者または出身者で、平成28年成人式に出席
できる人。

【応募締切】11月24日（火）
【テーマ】テーマは自由です。「成人を迎えて」「えびの市の

将来」「これからの自分」など、今思っていることを自由に
お書きください（400字詰め原稿用紙2 ～ 3枚程度）。

【その他】応募多数の場合は、審査のうえ発表者を決定し
ます。その場合、審査結果は11月27日（金）までに本人に通
知します。
※応募原稿はお返ししません。
申・問市社会教育課 社会教育係
☎35-1111（内線483）

平成27年度自衛官第5次募集

　自衛隊宮崎地方協力本部小林地域事務所では、以下の
とおり、平成27年度自衛官第５次募集を行います。
■自衛官候補生　

【資格】18歳以上27歳未満の人
【試験日】11月25日（水）～27日（金）のいずれか1日

※申し込みは、随時受け付けています。
申・問自衛隊宮崎地方協力本部 小林地域事務所
☎22-5254

ご来館ください
「写団えびの」写真展
　えびの市歴史民俗資料館では、展示ホール貸出企画によ
る「写団えびの」写真展を行います。

　写真展では、市内の写真愛好家で組織している「写団え
びの」会員の力作、約40点を展示します。ぜひ、お越しくだ
さい。

【期間】11月11日（水）～ 11月18日（水）
【開館時間】［平日］ 午前9時～午後6時
［日祝日］ 午前9時～午後5時

※最終日の展示は午後5時まで
【休館日】11月16日（月）
【入場料】無料

問えびの市歴史民俗資料館
☎35-3144

プレミアム商品券の使用は期限内に

　プレミアム商品券の使用期限は、10月31日（土）まで
となっています。
　使用期限を過ぎたプレミアム商品券は無効となります。
まだ未使用の場合は、使用期限までにご使用ください。
　使用期限を過ぎて無効となったプレミアム商品券の使
用や返金等については、一切応じられません。
問えびの市商工会
☎35-1544
問市観光商工課 企業誘致・商工振興室
☎35-1111（内線333）

プレミアム商品券取扱店は早めの手
続きを

　使用されたプレミアム商品券の換金期間は、12月21日
（月）までとなっています。

　プレミアム商品券の使用期限は、10月31日（土）までとな
っています。使用期間終了後は、盗難・紛失等の事故防止の
ためにも、早めの換金手続きをお願いします。

【換金場所】えびの市商工会
【受付時間】午前10時～午後4時 ※土日、祝日を除く
【その他】商品券は、色ごとに仕分けしてください

問えびの市商工会
☎35-1544
問市観光商工課 企業誘致・商工振興室
☎35-1111（内線333）

平成27年台風18号等大雨災害義援
金にご協力を

　日本赤十字社による「平成27年台風18号等大雨災害義援
金」を受け付けています。皆さんのご協力をお願いします。
※台風18号等大雨災害義援金、茨城県台風18号等災害義
援金、栃木県台風18号等災害義援金、宮城県台風18号等災
害義援金と振込先により義援金先が異なりますので、ご注
意ください。
※金融機関によって、振込手数料が発生する場合がありま
す。
■現金持参の場合
日本赤十字社宮崎県支部えびの地区（えびの市社会福祉協
議会内）の窓口で受け付けます。
※寄附金控除等のため受領証を希望する人は、えびの市
社会福祉協議会に相談ください。
■金融機関から送金する場合

【メガバンク】

金融機関名 店名 口座種類 口座番号

三井住友銀行 すずらん支店 普通 278520

三菱東京 UFJ 銀行 やまびこ支店 普通 2105515

みずほ銀行 クヌギ支店 普通 0620286

［口座名義］日本赤十字社
【茨城県支部】茨城県台風18号等災害義援金を取り扱いま

す。
金融機関名 店名 口座種類 口座番号

常陽銀行 本店営業部 普通 3732178

筑波銀行 県庁支店 普通 1135790

茨城県信用組合 県庁前支店 普通 7551422

水戸信用金庫 本店営業部 普通 0574681

［口座名義］日本赤十字社茨城県支部 支部長 橋本昌
【栃木県支部】栃木県台風18号等災害義援金を取り扱いま

す。

金融機関名 店名 口座種類 口座番号

足利銀行 県庁内支店 普通 17559

栃木銀行 本店 普通 1403453

［口座名義］日本赤十字社栃木県支部 支部長 福田富一
【宮城県支部】宮城県台風18号等災害義援金を取り扱いま

す。

金融機関名 店名 口座種類 口座番号

七十七銀行 北仙台支店 普通 9128298

杜の都信用金庫 北仙台支店 普通 1100735

［口座名義］日本赤十字社宮城県支部 支部長 村井嘉浩
■郵便局から送金する場合

【銀行名】ゆうちょ銀行
【口座記号番号】00120-2-766741
【口座加入者名】日赤平成27年台風18号等大雨災害義援金

■共通事項
【送金期限】11月30日（月）まで
【受領証】発行を希望する人は、市ホームページ（ http://

www.city.ebino.lg.jp/ ）で確認するか、以下の問い合せ先
へご連絡ください。
問えびの市社会福祉協議会
☎35-2800
日本赤十字社 組織推進部　
☎03-3437-7081
日本赤十字社茨城県支部 総務課　
☎029-241-4516
日本赤十字社栃木県支部 組織振興課　
☎028-622-4237
日本赤十字社宮城県支部 組織振興課
☎022-271-2252

ご参加ください「平成28年成人式」

　市では、平成28年成人式を開催します。新成人該当者は、
ぜひ、ご参加ください。

【開催日】平成28年1月5日（火）
【時間】午前10時～ 　［受付］午前9時～
【会場】えびの市文化センター
【対象者】平成7年4月2日から平成8年4月1日までに生まれ

た市内在住者、または市内出身者
※住民基本台帳に登載されている人については、案内状を
送付します。
※現在、市外に居住している人も、えびの市の成人式に参
加できます。

【その他】事前申し込みは必要ありません。当日、受付を行
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に宮崎市で開催される県大会で西諸県支会代表として発
表します。
申・問市選挙管理委員会 事務局
☎35-1111（内線421）
E-mail:senkan@city.ebino.lg.jp

宮崎県最低賃金が時間額693円に
改正

　宮崎県最低賃金が、10月16日から「時間額693円」に改
正されました。
　最低賃金は臨時、パ－ト、アルバイトを含む宮崎県内で
働くすべての労働者に適用されます。
　なお、宮崎県最低賃金の改正に伴い、特定（産業別）最
低賃金のうち「宮崎県部分肉、冷凍肉、肉加工品、処理牛乳、
乳飲料、乳製品製造業最低賃金」については、10月16日か
ら、宮崎県最低賃金の時間額693円が適用されますのでご
注意ください。
問宮崎県労働局労働基準部賃金室
☎0985-38-8836

お墓は庭や畑等に建てられません

　お墓は、公衆衛生や、その他公共の福祉の見地から、個
人等が勝手に建てることはできません。「墓地、埋葬等に
関する法律」では「墓地とは、墳墓を設けるために、墓地と
して市長の許可を受けた区域をいう」と定められています。
そのため、許可を受けずに自分の家の庭や畑等に勝手に
お墓を造ることはできません。
　市では墓地の永続的管理の必要性および公益性を考慮
して、宅地や畑農地等への個人墓地の設置は許可していま
せん。

　同法律では、「埋葬又は焼骨の埋蔵は、墓地以外の区域
にこれを行ってはならない」と定められています。違反者に
は、罰則規定もあります。納骨および改葬の際は、既存の
墓地または納骨堂を利用してください。
問市民環境課 生活環境係
☎35-1111（内線285・286）

Sマークは「安全・清潔・安心」の証明

　11月は、標準営業約款（ Sマーク）普及登録促進月間で
す。Sマークは、理容業、美容業、クリーニング業、めん
類飲食店営業、一般飲食店営業の5業種で導入されてい
ます。 
　Sマーク登録店は、「安全」「清潔」「安心」が保証されて
おり、事故が発生した場合の損害賠償、施設の整備の内
容、仕事やサービスの内容について、信頼できるお店で
す。
　お店選びは、厚生労働大臣認可のSマーク登録店を利
用することをお勧めします。
問公益財団法人 宮崎県生活衛生営業指導センター
☎0985-25-1466

審議会等の公募委員候補者を
募集します

　市では、市民の皆さんに市政に参加してもらう取り組み
として、市で設置する審議会等の公募委員となる候補者の
人をあらかじめ募集し、候補者名簿を作成しています。
　申し込み後、2年間、名簿に登載し、審議会等の委員を
選考するときに連絡をします。
　市民目線での意見をもらうための公募委員です。難しく
考えずに、これまでの経験や知識を市政に役立ててみた
い、委員として会議に参加して自分の意見を述べてみたい
といった人は、ぜひ、お申し込みください。

【委員の選考が行われる予定の審議会】

分野 審議会名 任期 所管課
総務 男女共同参画推進審議会 2 年 総務課
総務 行政改革推進委員会 2 年 総務課

企画 総合開発審議会 審議終了ま
で 企画課

観光商工 観光審議会 2 年 観光商工課
保健衛生 健康づくり推進協議会 2 年 健康保険課

保健衛生 健康づくり推進協議会専門
部会 2 年 健康保険課

福祉 地域包括支援センター運営
協議会 3 年 介護保険課

【応募要件】次の3つを満たしている人
・委員に応募しようとする日現在18歳以上の人
・市内に在住、在勤または在学をしている人
・本市の市政運営等に積極的な参画を希望する人

【申込方法】専用申込書（審議会等委員登録申込書）に必
要事項を記入のうえ、申込書設置窓口へ直接提出するか、
総務課行政係まで郵送、電子メールで提出してください。
　申込書は、市のホームページ（ http://www.city.ebino.
lg.jp/ ）からダウンロードするか、申込書設置窓口に置いて
あります。

【申込書設置窓口】本庁（3階 総務課・2階 市民環境課）、飯
野出張所、真幸出張所、市民図書館

【申込期限】期限はありません。随時、お申し込みできます。
※申し込みの際に希望する審議会をあらかじめ指定するこ
とはできません。希望する分野（登録区分）を指定してくだ
さい（複数指定可）。
　詳しくは、市総務課行政係までお問い合わせください。
申・問市総務課 行政係
☎35-1111（内線311・314）
E-mail:somu@city.ebino.lg.jp

「わけもんの主張」発表者募集

　市選挙管理委員会では、平成28年1月21日（木）に高原
町で開催される「わけもんの主張」西諸県大会の発表者

（1 ～ 2人程度）を募集します。
【応募資格】昭和61年4月2日から平成12年4月1日までに

生まれた人（高校1年生の学年から29歳まで）で、次のい
ずれかの要件を満たす人

・市内在住者または出身者
・市内の事業所に勤務する人
・市内の高校に在学している人

【発表内容】演題は自由です。有権者として、または未来
の有権者として、政治や選挙について考えていることま
たは感じていることについての発表です（発表時間5分
程度）。

【応募先】市選挙管理委員会事務局
〒889-4292　えびの市大字栗下1292番地

【応募締切】11月20日（金）
【その他】応募多数の場合は、審査のうえ発表者を決定し

ます。審査結果は、11月30日（月）までに本人に通知し
ます。西諸県大会の上位入賞者は、平成28年2月13日（土）

特 集 の 取 材 で、百歳 体 操 に 取り組 んで いる自治 会 等

を訪 ねました 。皆さん 笑 顔 ばかりで、私も元 気をも

らいました 。（ 東 ）

木 彫り彫 刻 家 の 町 屋さん の 取 材 に 行 ってきました 。

町 屋さん は、特 にゴリラの 彫 刻 を 彫 るの が 好 きな

んだそうです。私もゴリラが 好 きなので、その彫 刻の 素 晴

らしさに魅了されました 。（ 平 松 ）

人　口 19,723人（1人）

男性／ 9,223人（11人）　女性／ 10,491人（ -10人）

転入／ 62人　転出／ 44人
出生／ 14人　死亡／ 31人

世帯数 8,883世帯（6世帯）
（平成27年10月1日現在）
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◎ 今月の 表 紙
　 9 月19 日、え び の 市 国 際 交 流 セ ン

タ ーで 行 わ れ た、焼 肉 ス タ ジ アムリ
ターンズ 。

今月の納税

個人市県民税 第3期
国民健康保険税 第4期
後期高齢者医療保険料 第4期
介護保険料 第4期
11月2日（月）までに納めましょう。
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写真：コミネカエデ（撮影：平成21年10月27日）

コミネカエデは、えびの高原周辺でひときわ鮮やかに
紅葉しています。

コミネカエデ
Acer micranthum カエデ科カエデ属
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